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心理療法とキャリアカウンセリングの統合
Blustein（1987）の紹介
関西大学臨床心理専門職大学院　大田　由佳
要約
　昨今、産業領域におけるメンタルヘルス対策として、臨床心理学的な支援とキャリア
支援の統合の重要性がいわれている。一方で、医療・福祉領域や教育領域においては、
心理療法とキャリアカウンセリングの統合に関する研究は日本ではあまり見られない。
しかし、クライエントの人生に関わり、支援しようとする心理職には、心理的課題だけ
ではなく、キャリア支援への知見を持つことが求められるのではないだろうか。そこで
本稿では、心理療法とキャリアカウンセリングの統合の意義について述べられた Blustein
の論文を紹介する。統合の意義のひとつは、クライエントの抱える問題を多方向から見
立てることができることである。また、キャリアと心理的な問題の関連を見立て、治療
計画を立てることは、問題の再発防止の検討につながる点でも有用性が高いと思われる。
そして、心理的問題とキャリアの問題は絡み合っていることから、クライエントを統合
的に支援するためには、活動する領域に関わらず、心理職はキャリア理論の知識やキャ
リアカウンセリングのスキルの習得が求められると考える。
キーワード：心理療法、キャリアカウンセリング、統合的アプローチ、再発予防
Ⅰ．はじめに
　昨今、産業領域におけるメンタルヘルス対策
として、キャリア支援とメンタルヘルス支援の
統合の重要性がいわれている。宮城（2011）は、
休業・職場復帰と職場再適応への支援において、
“メンタルヘルス支援とキャリア支援の両面から
のアプローチとその統合は、単一のアプローチ
よりもはるかに相乗効果をもたらす”と述べて
いる。宮城（2012）では、企業内の“キャリア
相談室”の取り組みが紹介されている。また廣
川（2008）は、うつ病男性の復職支援において、
心理的問題とキャリア課題への“統合的アプロ
ーチ”の有用性を示している。このように、産
業領域においては、メンタルヘルス支援とキャ
リア支援の統合的アプローチの実践が少なから
ず行われている。
　一方で、医療・福祉領域や教育領域において
は、心理療法とキャリアカウンセリングの統合
に関する研究は日本では、あまり見られない。
しかし、医療・福祉領域で心理職が対応するク
ライエント（以下、Cl）も仕事やキャリア、生
き方に関する問題を抱えている可能性は十分に
考えられる。また、教育領域においても、進路
選択や職業選択というキャリアの課題と心理的
課題が関連していることは十分に考えられる。
領域に関わらず、クライエントの人生に関わり、
支援しようとする心理職は心理的課題だけでは
なく、キャリア支援への知見を持つことが求め
られるのではないだろうか。
　そこで、本稿では、心理療法とキャリアカウ
ンセリングの統合の意義について述べられた
研究論文
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Blustein（1987）の論文を紹介する。薬物乱用
者に対するグループ療法の事例が記されており、
産業領域以外で活動する心理職にとっても有益
な内容と思われる。
Ⅱ．Blustein“IntegratingCareerCoun-
selingandPsychotherapy-ACom-
prehensiveTreatmentStrategy ”
（1987）論文の要約
　本論文は、キャリアカウンセリングと心理療
法の統合のための基本的な概念と臨床事例を提
供するものである。統合の有用性を示し、薬物
乱用の治療が促進されたあるグループの介入に
ついて述べる。
　カウンセリングや心理療法の歴史の中で、キ
ャリア選択やキャリア開発に関する問題は他の
心理的な問題から切り離されてきた。若干の例
外はあるが、多くの心理療法家は、キャリア（仕
事）に関連する問題よりも個人と個人間の問題
を優先してきた。
　本論文では、薬物乱用者に対するキャリアカ
ウンセリングと心理療法との統合の有用性につ
いて述べる。統合の目的には、2 つの要素があ
る。
①実践的な見方により、仕事やそれ以外の問題
を解決しようとする人々にも統合的なアプロ
ーチを適応できるようにすること。
②理論的な見方により、現在の介入モデルの改
善を促進すること。
このように、根本的な目的は、個人の人格が適
応・不適応の特徴を表す 1 つの舞台として職業
領域を検討し、治療戦略の開発を促進すること
である。
Conceptual Foundations
基本的な概念
　Bordin（1980）や Jenkins（1985）という理
論家や研究者によると、心理的な問題からキャ
リア（仕事）の問題はあえて切り離されていた。
しかし、薬物なしに日常生活を送ることができ
ない個人は、恐らく職業的な機能も弱まってい
る （ Zucker&Gomberg,1986 ）。Jenkins
（1985）によると、個人がキャリアを選択し、適
応しようとする方法は、他の主要な生活上の問
題への対処方法と大きく異なっているわけでは
ない。それゆえ、もし個人の基本的なパターン
が不適応的で精神的な混乱を持ち、人間関係に
困難さを抱えているような状況であれば、職業
領域においても類似の影響を及ぼすことになる
だろう。
　キャリアカウンセリングと心理療法の統合の
有用性は、特に薬物乱用やアルコール中毒の治
療において顕著である。研究によると、仕事で
得られる人間関係や仕事の満足感は治療の成果
に 結 び つ い て お り（ Moos&Finney,1983;
Ward&Bendel&Lange,1982）、キャリアの
問題にも取り組む介入方法は、治療計画のデザ
インに役立つと思われる。多くの薬物乱用者が
仕事に戻りたいと願う（Zucker&Gomberg,
1986）ことから、復帰に関するキャリアプラン
ニングを行う介入方法は間違いなく必要である。
　薬物乱用者に対するバイオ・サイコ・ソーシ
ャルからの見立てに従うと、仕事や家族との生
活、人間関係等の、人格機能への影響を検討す
ることにより回復は促進されるのではないかと
考える。そこで、本論文では、心理療法とキャ
リアカウンセリングの統合による治療戦略を示
したい。
A Clinical Illustration: The Pre-Workers ’ 
Group
プレワーカーズグループの事例
　薬物乱用者に対するここ 10 数年の治療方法
の新機軸は、コミュニティでの治療プログラム
の開発である。このプログラムの目的は、Clが
社会的・職業的機能を果たすレベルに薬物から
回復することである。また、プログラムの特徴
として、薬物乱用の治療やグループ心理療法、
キャリア開発の介入方法等の研究と理論に基づ
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いている。特に、プログラムを成功裏に完結さ
せるために不可欠な要素は、Cl のキャリア選択
や職業探索の意思決定に焦点を当てることであ
る。このグループで表出されるキャリアの問題
は、彼らの治療における他の問題とも明らかに
関連している。そのため、Cl が職場復帰を巡る
問題を考える場を作り、薬物乱用の問題行動や
家族の問題、人間関係の困難さ、心因性の問題
から発生する治療上の問題に焦点を当てるだけ
ではなく、キャリア計画や仕事領域の課題も考
えられるように治療計画を立てるのである。
　Cl は、特に入院前の仕事生活や仕事復帰に関
する心配事、どのように仕事に適応するのかと
いうことについて話すことを勧められ、この半
構造化されたグループにおいて、メンバーは、
お互いの職務経歴やキャリアプランについて尋
ね合う。それにより、Cl はキャリアの問題は、
彼らの治療の中で起こる他の問題にも関連して
いるということに気づくようになるのである。
　このように、心理療法にキャリアカウンセリ
ングを統合する利点を上記グループの 2 つの事
例からみていく。（守秘を保つために名前やその
他の情報は、内容に齟齬がない程度に変更して
いる）
①  36 歳のスペイン系の薬物乱用と反社会的人格
障害であるクライエントの事例
　Carlos は数社を転々とした職務経歴があり、
その中で彼は機械に関する技術を身に付けてい
た。このグループの中で、彼は飛行機メカニッ
クとしての仕事が好きだったと語った。そして、
その仕事の話題になると、彼が話す割合は増え、
雰囲気も急激に良くない印象へと変わった。グ
ループのメンバーは、Carlos の話し方は薬物乱
用者の行動そのものと述べた。実際に、飛行機
メカニックとしての経験を述べることは、Carlos
の薬物と関連する感覚を引き出したのである。
いくつかのグループワークの後、Carlos は、飛
行機メカニックを今でも追い求め続けているこ
とが、彼自身を“落ちた”と自虐的に捉え、薬
物乱用へと戻しているのではないかと自覚する
に至った。Carlos にとっては、飛行機のメカニ
ックを続けたい、上流の生活に戻りたいという
欲求が、薬物乱用の生活を続けてしまうことに
つながっていたのである。
　このケースから示唆されることは、以前の職
場・職務へ戻ることは、多くの薬物乱用者にと
って、特にその場所と薬物使用が関連している
場合には、有益ではないということである。ま
た、心理療法として、薬物使用を続けてしまう
という感情・欲求にだけ、焦点を当てることの
問題点がわかる。Carlos への介入は心理的な治
療とキャリアに関する要因の両方へのアプロー
チが必要である。彼は、欲求を満たし感情をコ
ントロールする方法について、薬物使用以外の、
他の実行可能な方法を検討する必要がある。ま
た、彼にとって重要なことは、飛行機メカニッ
ク以外の職業について考えることと、その選択
が薬物を使わない生活につながるかということ
を熟考することである。このような統合的な介
入により、Carlos にとって、職業選択と欲求や
感情の問題との関連を探索することが可能にな
るのである。
②  33 歳の黒人で、アルコールやコカイン、ヘロ
インといった複数の薬物乱用歴があるクライ
エントの事例
　George の職務経歴は、次々の異なった職種に
就き、一貫性が低いという特徴がある。例えば、
家の外装家、バス運転手、電話技術者、コンピ
ューター保守専門家等である。治療プログラム
を通して、彼のキャリア選択やキャリア開発は、
低い自尊感情を巡る問題が根底にあることがわ
かった。彼はグループの中で、相変わらず仕事
での失敗について話していた。しかし、彼が以
前の教育や職業の経歴を話していると、職業生
活の中では話してこなかったスキルや能力があ
ることが明らかになった。例えば、彼はかつて
その地域で有名な競争率の高い高校に黒人で初
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めて入学が許された。また、軍隊の記録では、
リーダーシップのスキルで素晴らしいパフォー
マンスが評価されていた。Georgeとこのグルー
プはこの矛盾について振り返った。そこで分か
ったことは、George が薬物に動機づけられてい
たのは、失敗や家族への失望という信念のため
ということである。彼はかつて仕事で賞賛を受
けていたが、故意にパフォーマンスを下げ始め
たのであった。そのグループでの彼の話題は、
彼に成功の意味や未解決の家族との関係性の問
題について考える重要性を示した。Georgeの一
貫性のない職務経歴と将来への疑念は、心理的
ストレス、家族力動等の幅広い問題を反映して
いた。潜在的な成功への恐れから適切なキャリ
アプランを描けず、薬物乱用の継続を仕事生活
の失敗の理由にしていた。
　そのため、彼に対してキャリアの問題を置き
去りにした介入では、George の薬物乱用の治療
と見立てにおいて、決定的な問題を無視するこ
とになる。
　このように、プレワーカーズグループでは、
治療経過の全般において、キャリアの問題につ
いて議論することの必要性を述べている。前述
の 2 つの事例で明らかになったように、メンバ
ーの職務経歴やキャリアプランは明らかに仕事
以外の人間関係や心理的な問題と絡み合ってい
る。そして、治療プログラムの中でキャリアに
関連した課題へ取り組むことで、キャリア上の
問題が心理的な機能全般に見られることをCl 自
身が認めるようになるという効果がある。本論
文の事例が示唆していることは、Cl の職務経歴
やキャリアプランには、統合的な治療の観点か
ら取り組む必要がある多くの問題が反映されて
いるということである。
Clinical and Theoretical Implications
臨床と理論への示唆
　ここで記述されているアプローチは、キャリ
アの問題を他の治療方法より優先すべきだと述
べている訳ではない。例えば、自殺のリスク等
の重篤な心理的な問題を抱えている場合には、
他の問題を第一に取り組む必要がある場合もあ
る。
　統合的なアプローチの、より重要な点は、Cl
の職務経歴を確認することで、セラピスト（以
下、Th）がより早く問題を見立てられるという
メリットを得られることである。Cl のキャリア
上の行動からは、症状や家族歴に焦点を当てた
インタビューでは入手が難しい重要な臨床的・
診断的な情報を得ることができる。例えば、権
威に関する問題やリスク回避の行動や人間関係
の問題、不適切な意思決定行動の問題である。
これらの問題を持つCl は、職務経歴や最近のキ
ャリアの行動について話す時には、正直に正確
にこれらを表現しているのかもしれない。
　職務経歴の診断的使用に加えて、治療の初期
に職務経歴に関する質問をすることは、Cl にキ
ャリアの問題を考えることを通して、キャリア
以外の問題についても考えることも促進させる。
そして、Cl が心理的な問題について、キャリア
の問題と関連させて表現をし始めると、キャリ
アの問題と心理的な治療とを統合した治療計画
を立てることができる。Cl の職業以外の場面で
の問題は、仕事の領域でも同じように起こって
いる。彼らが無理なく問題に注意を向けること
により、Cl は望ましくない行動や態度を変えよ
うと自己効力感を高め始めるのかもしれない。
加えて、ある種の不適応行動を持ち続ける Cl
も、正確に問題を見ることができるようになれ
るかもしれない。
　キャリアと心理臨床の問題の統合を願う Th
にとっての次の課題は、キャリアに関する理解
を深めることだろう。最近では、心理学部を持
つ主要な学校の多くは、職業心理学の科目を置
いている。また、より高い視点を持つ Th は、
大抵、職業心理学の理論に類似した社会的学習
やサイコダイナミクス等のヒトの行動を仮定す
るような理論を見つけている。しかし Th の主
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要な課題は、このような理論の学習だけでなく、
キャリアカウンセリングの訓練や実践的な能力
を十分に習得することである。
　統合的なアプローチが有益なCl はある程度存
在することが想定できる。例えば、いくつかの
医学的・精神的な理由で入院した人がストレス
フルな仕事へ戻るような場合、他の治療やリハ
ビリと関連させてキャリアについて振り返るこ
とは有益である。また、アイデンティティにつ
いてもがくCl はより広い見方からキャリアの未
決定の問題を検討すべきかもしれない。また、
生き方の転換期に直面したCl は、職業と職業以
外の両方を扱うアプローチを必要とする
（Schlossberg,1981）。本論文で取り上げた事例
は、半構造化されたグループへの介入だが、キ
ャリアカウンセリングと心理療法の統合的なア
プローチは、グループの介入と同様に個人の治
療にも適用できる。
Conclusion　考察
　本論文は、キャリアカウンセリングと心理療
法との統合に関する概念的なフレームワークと
さらなる実践の概要を提示したものである。キ
ャリアへの介入と心理療法をつなげる必要性は、
薬物乱用者の治療から明らかである。
　さらに、人間行動の中で果たされる仕事の役
割への理解は、臨床心理士がカウンセリング心
理学の専門性・独自性を発揮するために重要な
意味を持つことは今までにも十分理解されてい
たが、その重要性が、ますます明らかになって
いる。これらの流れは、メンタルヘルスサービ
スの提供者が、キャリアと個人の全般的な機能
との相互の影響を認識することを提案している。
そして、私たち専門家にとっての課題の1 つは、
Cl の生活に関連するあらゆる側面を考慮する適
切な研究と理論を広げることである。
Ⅲ．若干の考察
（1） 心理療法においてキャリアカウンセリン
グを活用する意義
　Blustein（1987）は、心理療法とキャリアカ
ウンセリングの統合の方法として、グループ療
法にて、参加者同士がこれまでの職務経歴やキ
ャリアの意思決定についてお互いに語り合う場
を設定した。Cl にとっては、キャリアを振り返
る中で、自分自身が抱えるキャリアとそれ以外
の場面でも共通して起こる問題についての自己
理解が促進されるという点で有用である。これ
は、Th にとっても、キャリアに関する問題を
見立てることにより、Cl のキャリア以外の問題
を把握できるようになる。キャリアの問題と心
理的な問題のどちらか一方を解決することを目
指すのではなく、総合的に見立てることにより、
Cl を統合的に支援することを重視していると思
われる。
　また、Blustein（1987）の事例では、薬物使
用につながる職場への復帰を防ぐことにつなが
ったことが示されている。Cl のキャリア・職務
経歴と心理的な問題の関連を見立て、治療計画
を立てることは、問題の再発防止の検討につな
がる点でも有用性が高いと思われる。
（2）心理職に求められること
　Blustein（1987）は、Th の課題として、キ
ャリアカウンセリングの訓練・スキル向上の必
要性を述べている。日本においては、宮城
（2016）が、産業領域のカウンセラーに新たな
役割として加えられたものとして“キャリア支
援”を挙げており、メンタルヘルス対策が、“メ
ンタルヘルス不調者のケアを行う病理モデル”
から“従業員のキャリア支援を通した成長モデ
ル”に移行してきたと述べている。
　また、教育領域における不登校やひきこもり
の問題に対しても、キャリア支援の必要性は述
べられている。保坂（1996）は、不登校生徒へ
の援助として、“将来の生き方まで視野に入れた
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本来の進路指導が行われることが重要”と述べ
ている。また、村澤（2013）は、ひきこもり状
態に陥るプロセスとして“就労の失敗”等を“キ
ャリア形成を阻害”する要因として挙げており、
教育領域においても、キャリアと心理的問題は
切り離せないことがわかる。
　このように、心理的問題とキャリアの問題は
関連していることから、Cl を統合的に支援する
ためには、活動する領域に関わらず、心理職は、
キャリア理論の知識やキャリアカウンセリング
のスキルの習得が求められると考える。
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